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平方根を近似する分数群の作り方 
２００８年７月８日 
北海道岩見沢農業高校 

加藤秀隆 
０．はじめに 

平方根の正則連分数に関する考察シリーズのおまけのレポートです。平方根の数値

を近似する正則連分数に今までスポットライトが当たっていました。今回は正則連分

数から離れて、平方根を近似する数値を作る分数群を遊び感覚で作っていきます。電

卓片手にお付き合いください。 
 

１．平方根を近似する分数の作り方 

      正則連分数を意識しません。
y
xD≒  を考えます。少しくらい違っていても構いま

せん。下限方向ばかりでなく、上限方向の自然数値、分数でもよいです。 
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とおいて、次々に分数を作っていくことにします。この分子数と分母数は、次の展開計算

からも得ることができます。 
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三角関数のド･モワブルの公式 
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に似ています。三角関数の倍角公式が隠れていてもおかしくありません。ネピア数eの複
素数乗の微分・積分が関与している可能性が大です。 
 

nm   として、 
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 を得ます。この計算法は、平方根を近似するニュートン・ラフソン法と重なります。 

誤差評価は、 nn
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により、次々に分数を作り、その分数の誤差評価をしてもよいです。 
     
平方根を近似する初期値に用いる分数や２つ目の近似分数をどのように設定してもよい

です。平方根を近似する分数を３個以上用意してもよいです。 
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とおき、誤差評価は、 
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２． 2を近似する分数群 
   ･･･41421356.12   をヒントにした近似分数を考えます。 
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 項番号を飛ばしていきましょう。 
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  得ている近似分数群が、より強く 2  を近似していることを示しています。 
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                         ･･･41421356.1  
 次は、電卓計算を越えます。江戸時代の久留島義太氏も平方根を小数展開したしたとき、

どこまでを記述しようかと迷ったことと思います。十進 BASICによる計算によると、 
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      ･･･7309504142135623.1
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 誤差評価をしてみます。
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を得ることができます。誤差表示の小数の位に注目しましょう。現在では、桁数読みさ

れています。近似している桁数を記述すると、 
    ･･･oooo 5200  
    ･･･oooo 16841  
 ２つ目のほうが、より早い近似を得ることができます。 
 

別の近似小数を分数化して考えます。
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３回のループ計算で小数第２１位まで近似しています。 
 

 5.1,4.12≒  をあえて、はずします。 
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とおいて、様子を見ます。 



 6 

   
5
7

70
98

8556
25586

2121

2121

21

21

3

3   
�
�

 
�
�

  
�

�

・・

・・・

xyyx
Dyyxx

y
x

y
x  

   前述の近似分数を得てしまいました。 
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 近似している桁数が、 ･･･oooo 12631,1  
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とおいて、様子を見てみましょう。 
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３． 3  を近似する分数群 
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   次は、電卓の表示範囲を越えていきますが、  
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ですが、このまま計算します。電卓の表示性能範囲を越えていきますが、 
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  まで一致します。小数７桁の近似分数から小数 15桁の近似分数を得たことになります。 
 
４． 10  を近似する分数群について 
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 遊びの範囲を越えています。 

     ･･･68379331622776601.3
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  平方根を近似する初期値は、どんな自然数値でも、どんな分数値を思い浮かべてもよいで

す。 
   
５．０より大きな平方数以外の有理数の平方根 

 （１）
2
3  を近似する分数群について 

   有理化して
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3
  なので、 6  を近似する分数群から入手するのが、今までの
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常識でした。ここでは、直接考えていきます。
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関数電卓の表示機能を越えて行きます。 
 

（２）
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1  を近似する分数群について 

 ここでも、直接計算していきましょう。
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 関数電卓では、 

  707067812.0
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 いかがでしたか。０より大きな平方数以外の有理数の平方根の近似分数や近似小数展開

を作るひとつの方法として採用していただけると幸甚です。参考文献は、ありません。 
 


